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答申書 

 

香芝市教育委員会 様 

香芝市情報公開・個人情報保護審査会 

会長 金谷重樹 

 

 令和５年１２月５日付け香教総第○○○号で諮問のありました事案について、

下記のとおり答申します。 

 

記 

 

審査会の結論 

 

 本件審査請求を棄却すべきである。 

 

理  由 

 

第１ 請求の趣旨 

 香芝市教育委員会は、審査請求人による令和５年９月２９日付けの開示請求

の請求対象行政文書のうち、令和５年１０月３日付け香教総第○○○号でした

処分で開示したものを除く、その余の行政文書を開示せよ。 

 

第２ 事案の概要 

 １ 経緯 

   本件は、審査請求人が、香芝市教育委員会（以下「教育委員会」という。）

に対し、香芝市情報公開条例（以下「条例」という。）に基づいて、「今年

３月市議会に提案された「香芝市学校施設の再編等に関する基本方針」を

論議した２月定例会議録の付属資料（具体的な起案文書等）」（以下「本件

行政文書」という。）の開示を請求したところ、教育委員会がそれぞれ「令

和５年２月第２回（定例）香芝市教育委員会会議案」及び「令和５年２月

第 2 回（定例）香芝市教育委員会会議参考資料」と題する行政文書を開示

した（以下「本件処分」という。）ので、審査請求人が、開示された上記行



政文書以外にも本件行政文書が存在するとして、行政不服審査法に基づき、

開示された上記行政文書を除く本件行政文書の開示を求めるものである。 

 

 ２ 前提事実等 

   教育委員会は令和５年２月１５日に開催された「令和５年第 2 回香芝市

教育委員会会議（2 月定例）」において「香芝市学校施設の再編等に関する

基本方針の策定について」と題する議案を可決して「香芝市学校施設の再

編等に関する基本方針」（以下「基本方針」という。）を決定し、同方針を

同年の３月議会に提案した。 

 

第３ 争点及びこれに対する当事者の主張の要旨 

 １ 争点 

   本件処分時において２月会議録以外の本件行政文書が存在したかどうか。 

 ２ 争点に対する当事者の主張の要旨 

   （教育委員会） 

   本件処分によって開示した行政文書以外の本件行政文書は存在しない。 

   （審査請求人） 

   なし 

 

第４ 当審査会の判断 

  まず、条例に基づく行政文書の開示請求に対する当該対象行政文書が存在

しないとする決定に対してする審査請求においては、審査請求人は当該対象

行政文書が存在することを主張しなければならず、またその主張は当該対象

行政文書が条例上の行政文書として作成又は取得され、かつ、不存在とする

決定がされた時に条例の定める実施機関が当該対象行政文書を保有していた

事実を推認することができる事実を摘示する責任を負う。（立証責任につい

ては、最高裁平成２６年７月１４日判決（集民第２４７号６３頁）を参照）

これを本件についてみると、審査請求人はその主張において、本件処分によ

って開示された行政文書以外に本件行政文書が存在することを推認させる事

実を適示するところがない。そうすると、本件行政文書が存在しないことを

理由とした本件処分に違法又は不当があるとする審査請求人の主張は採用す

ることができない。以上のとおりであるから当審査会は審査会の結論のとお

り答申する。 

 


